
COVID-19患者対応におけるPPEの選択について

COVID-19患者の症状に合わせたPPEを選択してください

エアロゾル発生手技を伴う患者
重症肺炎患者等で

患者と身体的接触が多い場合

エアロゾル発生手技がない患者
咳嗽がない患者で

患者と身体的接触が少ない場合

Full-PPE
・N95マスク
・フェイスシールド付マスク
・長袖エプロン
・2重手袋（厚手でなくても可）
・キャップ

簡易PPE
・サージカルマスク
・フェイスシールド付マスク
・袖なしエプロン
・1重手袋
（必要時キャップ）

• 気管内挿管
• 気管内吸引
• バックバルブマスク使用時
（フィルター使用なし）

• ハイフローネーザルカニュラ装着時
• ネブライザー実施時
• 鼻咽頭ぬぐい液採取時
• 歯の研磨、切削時
• 患者に咳やくしゃみがあるとき など

 多床室のドアノブなどは患者が触れる汚染箇所のため、病室の扉は足でスライドして開けるなどの工夫をする
 レッドゾーンでN95マスク以外のPPEを脱衣し、N95マスクは必ず廊下に出てから外し廃棄する
 手指衛生をしていない汚染された手で粘膜（眼・鼻・口）に触れないようにする
 レッドゾーン内ではPHSを使用しない（顔付近に触れてしまうため汚染のリスクがある）
 PPE廃棄ごとのアルコール手指衛生を確実に実施する
 PPE廃棄後のアルコール手指衛生を怠った場合は、濃厚接触者に該当するため、感染制御部へ連絡すること

• エプロンは標準予防策に基づく使用を行う

※例えば、直接接触のリスクが少ない場合（問診・検査結果の説明・
検温など）にはエプロンは不要

（移乗介助・身体リハビリ・食事介助・オムツ交換などの場合はエプ
ロン着用考慮）
• リスクの高い病室（多床室やエアロゾル発生場面）は、最低限N95

マスクとフェイスシールド付マスクを着用する
• 汚染環境に触れる可能性がある場合は手袋を着用する

エプロンの着用について

レッドゾーン内での注意点

エアロゾル発生場面とは
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眼・口・鼻の保護のみ
・N95マスク
※患者に咳嗽がなければ

サージカルマスク

・フェイスシールド付マスク
汚染環境に触れる場合は
手袋着用

発熱や咳嗽等の症状がある患者
患者との身体的接触がなく
問診や観察のみの場合
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